
松島海岸には津波が
殆ど到来しなかった
のではないかと，無
数の島々に取り囲ま
れた地理的条件から
勝手に想像していた
のであるが，実際に
街を歩いてみると，
各所に津波の痕跡を
見ることができた．
特に被害が大きかっ
たのは，瑞巌寺参道
の杉並木の塩害では
なかったかと思われ
るが，近くで確認し
たり写真を撮影する
ことはできなかった．

松島海岸も津波
で被災していた

この碑は東日本大震災で被災した方々の慰霊と被害を後世に伝え，来たるべき
災害に備える気持ちを持ち続けるために建立したものです

瑞巌寺観光用の写真パネルより



東松島市野蒜地区
高台上の新しい野蒜駅周辺では整地が完了し，宅地分譲地には新築家屋が建ち始めていた．
低地上の旧野蒜駅は被災したプラットホームを保存しつつ，駅舎は震災復興伝承館として
利用され，コンビニエンスストアも併設されていて，地域で唯一の集会施設となっていた．

震災復興伝承館 旧野蒜駅のプラットホーム

高台上の野蒜新駅

高台上の新築住宅

野蒜駅

東名駅

宮野森小学校

旧野蒜小学校
旧野蒜駅→



旧戸倉中学校から見た南三陸町戸倉地区

↓五十鈴神社

戸倉公民館（旧戸倉中学校） 五十鈴神社から見た宇津野高台地区

６年目の3.11に南三陸町志
津川地区を訪ねたところ，
町中に人と車が溢れていて，
車が渋滞し駐車することす
らできなかった．仕方なく
戸倉地区へ回ってみたもの
の，すでに昔の面影は殆ど
残っていなかった．

南三陸町戸倉地区



津波災害から６年目の大川小学校
3.11のこの日，慰霊に訪れる人びとと報道関係者とで，小学校周辺はごった返していた．
昨年10月に一審判決があり，仙台高裁での控訴審に移行したことで，再度注目が集まっ
ているのかもしれない．



女川に津波受け流す「減災」型の水産施設：冷凍倉庫・冷蔵倉庫 [マスカー]
大成建設は１日,外壁を外れやすくすることで津波を受け流す新しい構造の水産加工施設を,宮城
県女川町に完成させたと発表した.中東カタールからの寄付金を日本財団が受け,女川魚市場買受
人協同組合が発注. 震災前に個々の組合員が所有していた冷凍冷蔵施設が津波でほとんど流され
たため,新たに容量約6000トンの冷蔵庫と同50トンの凍結庫を一つの施設として集約した.高さ約
23メートルの３階建ての施設は,基礎杭を通常より深く打ち込み,56本の鉄骨鉄筋コンクリート柱
で２階部分の冷蔵室を支える. 一方,荷さばき室などがある１階部分の外壁は軽いALCパネル造で
あえて強固にしないことで津波の勢いを受け流すという. 同社は「東日本のような大津波に対し
て,建物すべてを強固にしても耐えられない.受け流す部分をつくることで被害を最小にするとい
う『減災』の考え方を取り入れた」とする.最上階には容量６トンの飲料水用タンクや備蓄倉庫,
20～30人用の居室を配して,被災直後の復旧活動にも役立たせるという.（オルタナ編集委員）

女川町中心部
海岸沿いに雄勝地区から女川に入ったので，最初に訪ねたのは減災型の水産施設「マスカー」で
あった．到着してしばらくするとサイレンが鳴りだし，黙とうの時刻が告げられたので，我々も
現場の人たちに合わせてその場で黙とうを奉げた．女川駅前通りは大変な混雑で，広い駐車場も
ほぼ満杯であった．津波で転倒した交番は保存のための手当は全く施されておらず，そのままの
形で放置されていた．丘の上の町立病院がやけに低く見えたのは，周辺の嵩上げ工事の所為であ
ることに，しばらくしてから気がついた．



坂元駅前の掲示板より


